
・調査方法 郵送によるアンケート調査 
・調査内容 景況のほか、生産額・売上額など  
      １０項目について 
・令和 6 年 3 月を前年同月と比較 
・令和 6 年4 月～6 月の先行き見通しを令和 6 年 

3 月と比較 
・調査時期 3 月中・下旬 
・調査対象 呉市内の業種別主力企業 100 社 
     （回答 74 社、回収率 74.0％） 

・3 月の景況を見ると、下の表の通り、 
総合（全業種）ＤＩ（良い－悪い）は△５．３→ 
△８．１と、全体では前期に比べ、１．８ポイント
悪化の推移。 

 業種別では、製造業は、６３．６％の企業が横ばいの
回答で、ＤＩは△７．３→△１８．２と１０．９ポイ
ントと大幅に悪化。 

 非製造業は、６６．７％の企業が横ばいの回答で、Ｄ
Ｉは△２．９→６．７と９．６ポイント改善。 

【ＤＩ方式について】 
 ＤＩ（ディフュージョン･インデックス）は、 
各調査項目について判断の状況を示す。 
 ゼロを基準として、プラスの値は景気の上向
き傾向（「良い」）をあらわし、マイナスの数値
は景気の下向き傾向（「悪い」）をあらわす。 
 ＤＩ＝（増加・好転等「良い」の回答割合） 
   －（減少・悪化等「悪い」の回答割合） 

・４～６月の先行き見通しでは、 
総合（全業種）ＤＩは△１１．８→△１０．８と１ポ
イント改善する見通し。 

 業種別では、製造業は、ＤＩは△１２．２→△１５．
９と３．７ポイント悪化する見通し。 

 非製造業は、ＤＩは△１１．４→△３．３と８．１ポ
イント改善する見通し。 

R4.3 R4.6 R4.9 R4.12 R5.3 R5.6 R5.9 R5.12 R6.3

総合業種 △ 23.7 △ 12.8 △ 9.2 △ 3.9 15.6 △ 3.7 △ 2.6 △ 5.3 △ 8.1

製造業 △ 21.4 △ 11.9 2.3 9.3 20.5 △ 6.7 △ 4.4 △ 7.3 △ 18.2

非製造業 △ 26.5 △ 13.9 △ 25.0 △ 21.2 9.1 0.0 0.0 △ 2.9 6.7

△ 40.0
△ 20.0

0.0
20.0
40.0

呉市の業種ＤＩ（R4.3～Ｒ6.3）

呉の景気観測（DI 方式）      呉商工会議所 

―令和 6 年 3 月調査結果― 

呉市の景況は、製造業は悪化の推移、非製造業はやや改善。 
―年末には人流がコロナ前に戻ったが、人件費・原材料価格上昇など、楽観視できない状況続く― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 2023 年 
12 月 
実績 

2024 年 
3 月 
実績 

今 期 12 月調 
1～3 月 
見通し 

3 月調 
4～6 月 
見通し 

来 期 
回答社数構成比（％） 回答社数構成比（％） 

好転 横ばい 悪化 好転 横ばい 悪化 

総合（全業種） △5.3 △8.1 13.5 64.9 21.6 △11.8 △10.8 10.8 67.6 21.6 

製造業 △7.3 △18.2 9.1 63.6 27.3 △12.2 △15.9 4.5 75.0 20.5 

非製造業 △2.9 △6.7 20.0 66.7 13.3 △11.4 △3.3 20.0 56.7 23.3 

 建設業 0.0 16.7 16.7 83.3 0 △14.3 0.0 16.7 66.7 16.7 

 卸売業 △6.7 20.0 30.0 60.0 10.0 △20.0 △30.0 10.0 50.0 40.0 

 小売業 △25.0 △40.0 0.0 60.0 40.0 △25.0 0.0 20.0 60.0 20.0 

 サービス業 11.1 11.1 22.2 66.7 11.1 11.1 22.2 33.3 55.6 11.1 

業種別景況（DI） 

総合（全業種）では、△5.3→△8.1 と、呉市の景況は前期に比べ、1.8 ポイント悪化の推移。来期は、△11.8→ 
△10.8 と、1.0 ポイント改善の見通し。 
業種別概況は、製造業は悪化し、非製造業は改善している。3 月調査による令和 6 年 4～6 月先行き DI 数値は、
令和 5 年 12 月調査による令和 6 年 1～3 月先行き見通しに比べて製造は悪化。非製造業は改善する見通しで推移
する予測。 
呉市の景況は、製造業は大幅に悪化し、非製造業はやや改善した動きになっている。製造業は、自動車関連では取引先の
不祥事での操業停止や能登半島地震の影響で取引先の工場が休業した為売上が減少した。造船関連は「通年の操業が確定し
ている」飛行機部品関連は「引き合いが多く順調な推移が見込まれる」等明るい兆しも見られるが、全体として資材の高騰
や、中国の景気衰退など海外輸出に不安がある状態で前回より実績が悪化している。 
非製造業では、卸売業が造船関連と自動車関連が好調。建設業は「仕入れ価格の上昇と人件費の高騰で利益が減少」等厳し
い状況が続く。小売業においては年末に比べ、人流が少なくなっているので「リフォームなど客単価を上げて前年売り上げ
を維持」「競合店が多数出店による売上減」等厳しい状況。サービス業は、宿泊は全国旅行支援があるときは駆け込み需要
があったが、現在は観光需要が激減している。 
来期の景況は、造船関連は 4 年先まで受注があり好調であるが、自動車関連を中心にした製造業では、原材料価格・人件
費の上昇による先行きの不透明さが増している。非製造業では、ヤマトミュージアムの改装休館による呉市への観光客の減
少が懸念される。又、海外の不透明さや人件費の上昇等による楽観視できない状況が続く。 


